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書名 著者や編者など 津 久居 ポルタ 河芸 芸濃 美里 安濃 きらめき 一志 うぐいす 美杉

1 発見!三重の歴史  続 毎日新聞社津支局 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

2 高虎さんのはなし 西田 久光 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

3 高虎俳句と芭蕉 光野蕉庵及道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

4 津藩と伊勢商人 藤堂高虎とその時代 平成1５年度 講演集 ときめき高虎会 ●

5 藤堂高虎 その生涯と津の町の発展 津市，津市教育委員会 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

6
津の歴史と自然をめぐる「街道ウォーク」スタンプブック
  藤堂高虎公入府400年記念事業

藤堂高虎公入府400年記念事業実行委員会 ● ●

7 藤堂高虎文書集 藤堂高虎公入府四百年記念誌 福井 健ニ ●

8 わかりやすい 藤堂高虎公遺訓二百ヶ条 現代語訳と解説 椋本 千江 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

9 藤堂高虎 人物文庫 村上 元三 ○ ○ ○

10 実伝藤堂高虎 西山 光正 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○

11 藤堂高虎 学研M文庫 高野 澄 ○ ○ ○ ●

12 津藩 日本歴史叢書新装版 深谷 克己 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

13 藤堂高虎家臣辞典 佐伯 朗 ● ●

14 主を七人替え候 藤堂高虎の復権 小松 哲史 ○ ○ ○

15 高山公逸事 梅原 三千 ●

16 藤堂高虎一代記 楽座芝居 西田 久光 ○

17 戦国武将勝利の実学 火坂 雅志 ○ ○

18 発見!三重の歴史 毎日新聞社津支局 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19
藤堂高虎の分家社会を知る辞典
　　｢知られざる久居藩政史｣  改訂・増補

岡田 文雄 ○ ● ○ ● ○ ●

20 江戸時代の設計者 異能の武将・藤堂高虎 講談社現代新書 藤田 達生 ○ ○ ●

21 藤堂高虎文書の研究 上野市古文献刊行会 ○ ●

22 藤堂高虎 秀吉と家康が惚れ込んだ男  PHP文庫 羽生 道英 ○ ○ ○ ●

23 週刊名城をゆく 43 伊賀上野城・津城 ○ ●

24 虎の城 下 火坂 雅志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 虎の城 上 火坂 雅志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26
二番手を生ききる哲学
　 信念の武将・藤堂高虎が身をもって示したもの

童門 冬二 ○ ○ ○ ○ ○ ●

27 歴史研究 平成14年6月号 493号 ○

28 藤堂高虎の分家社会を知る辞典｢知られざる久居藩政史｣ 岡田 文雄 ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ●

29 高山公遺訓二百ケ条 鵜飼  幸子 ○

30 歴史と旅 2000年5月号 ○ ○

31 藤堂藩のお殿さま 津・久居の歴史 椋本 千江 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ●

32 藤堂高虎・藤堂藩ゆかりの地を訪ねて 写真と紀行文 西山 光正 ●

33 高山公三百年祭紀要 ●

34 藤堂高虎公併先賢三十家列傳 ●

35 おもかげ記 藤堂高虎 岸 宏子 ○ ○ ○

36 安濃津あのひとこのひと あの津っ子の会 ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○

37 ふじの生涯 巷説藤堂高虎物語 七里 亀之助 ○ ○

38 藤堂高虎 横山 高治 ○ ● ● ○ ○ ● ○ ● ○

39 高山公実録 藤堂高虎伝 下巻 上野市古文献刊行会 ○ ○

40 高山公実録 藤堂高虎伝 上巻 上野市古文献刊行会 ○ ○

41 藤堂高虎 家康晩年の腹心、その生涯 PHP文庫 徳永 真一郎 ● ○

42 藤堂高虎 甲良の歴史と三大偉人 藤堂高虎編集委員会 ●

43 津のほん 第33号 津のほんの会 ○

44 影の人 藤堂高虎 徳永 真一郎 ○ ○ ○ ○

45 三重幕末維新戦記 横山 高治 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

46 寛政期の藤堂藩 深谷 克己 ○ ● ○

47 藤堂藩の足跡 藤堂藩五日会 ○ ● ○ ● ● ○ ●

48 藤堂藩山崎戦争始末 伊賀古文献刊行会 ○

49 藤堂藩政下に於ける諸古文書特集 五日会創立百周年記念号編集委員会 ○

50 藤堂藩飛び地に於ける民生事業の一部 五日会創立百周年記念号編集委員会 ●

51 藤堂姓諸家等家譜集 林 泉 ● ●

52 藤堂藩の研究 論考編 藤田 達生 ●

53 公室年譜略 上野市古文献刊行会 ○

54 幕末の津 藤堂藩 津城とお殿様 ときめき高虎会 ●

55
藤堂高虎公入府400年記念事業 公式記録
400年の歴史を超えた高虎公のまちづくり

藤堂高虎公入府400年記念事業実行委員会事務
局

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 高虎さんのおはなし 津市教育委員会 ○

57 伊賀上野城 福井 健二 ○ ○

58
藤堂高虎公入府四百年記念事業 高虎サミットin津 講演録
四百年の時を経て～輝け！元気なまちづくり

高虎サミット実行委員会，津市 ○

59 下天を謀る 下 安部 龍太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



書名 著者や編者など 津 久居 ポルタ 河芸 芸濃 美里 安濃 きらめき 一志 うぐいす 美杉

60 下天を謀る 上 安部 龍太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61 絵図からみた上野城 福井 健二 ●

62 三重の文化 郷土の文化編 三重県教育委員会 ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

63 藤堂高虎関係資料集補遺 三重県史資料叢書 5 三重県 ○ ● ● ● ● ○ ●

64 戦国業師列伝 津本 陽 ○ ○ ○ ○ ○

65 古地図に見る津城下の変遷 五日会編集委員会 ○ ● ● ○ ● ● ○ ○

66 歴史読本 2012年3月号 本多秀臣 ●

67 三重県史研究 第27号 三重県 ● ○ ● ● ○ ●

68 藤堂高虎公と遺訓二百ヶ条 福井 健二 ●

69 [増補］ 藤堂高虎家臣辞典 附 分限帳等 佐伯 朗 ●

70 地域社会における「藩」の刻印 津・伊賀上野と藤堂藩 藤田　達生，三重大学歴史都市研究センター ● ○

71
藤堂高虎 大屋・但馬
戦国の世、大屋の郷を、但馬の国を、風のように縦横無尽に駆けぬけた若
武者

栃尾忠司 ●

72 7人の主君を渡り歩いた男 藤堂高虎という生き方 江宮　隆之 ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 歴史を味方にしよう 童門　冬二 ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 葛藤を乗り超え、未来へ! 藤堂高虎に学ぶ　生きる知恵 津坂治男 ●

75
NHK歴史秘話ヒストリア 歴史にかくされた知られざる物語
第3章2 戦国時代編

NHK「歴史秘話ヒストリア」制作班 ○

76 私たちの藤堂高虎公 「私たちの藤堂高虎公」編集員会 ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ●

77 新・津市人物伝 駒田　博之 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ●

78 歴史研究 平成28年9月号 通巻644号 吉成　勇 ●

79 伊賀市史 複合媒体資料 第2巻 通史編 伊賀市 ●

80 週刊 ビジュアル戦国王 2016年10月11日号 小和田　哲男 ○

81 築城の名手藤堂高虎 福井　健二 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

82 歴史人 17年5月号
○

雑誌
○

雑誌

83 週刊 ビジュアル戦国王 2017年5月23日号 小和田　哲男 ○

84 歴史街道 平成29年7月号 通巻第351号 大山　耕介 ○
○

雑誌
○

雑誌

85
NAGI 凪 2017年秋号
特集：戦国を駆け抜けた獅子と虎 松阪開祖蒲生氏郷津の藩祖藤堂高虎

○
雑誌

○
雑誌

○
雑誌

○
雑誌

○
雑誌

○
雑誌

86 週刊 ビジュアル戦国王 2018年5月8日号 小和田　哲男 ○

87 知っておきたい津 ふるさと読本
津商工会議所津の観光文化を発展させる委員会
津観光ガイドネット合同プロジェクトチーム

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

88 知っておきたい津 改訂版ふるさと読本
津商工会議所津の観光文化を発展させる委員会
津観光ガイドネット合同プロジェクトチーム

○ ○ ○ ○ ○

89 伊賀地域に伝わる民話 第一集 藤堂さんの腰掛け石 暮らしの文化探検隊民話グループ ○ ● ○ ● ○ ○

90 サムライ最強図鑑 平安時代～幕末に活躍した戦国武将&剣豪111人参上! 永岡書店 ○

91 超図解!戦国武将事典 小和田 哲男 ○

92 戦国武将人物甲冑大図鑑 本郷 和人，グラフィオ ○ ○ ○

93 戦国武将ビジュアル大百科 田代 脩 ○

94 日本の歴史人物事典 美麗イラストで楽しむ! 川口 素生 ○

95
戦国武将ビジュアル人物大図鑑
人気武将、美しい姫君など120人一挙紹介

山村 竜也 ○

96 城! 105 2巻 関ケ原の戦いから、江戸時代の終わりまで 日本城郭協会 ○

97
徳川歴代将軍と江戸の偉人  ビジュアル大図鑑
武将・藩主から文化人・商人まで147人

童門 冬二，ライブ ○

No. タイトル 著者や編者など 津 久居 ポルタ 河芸 芸濃 美里 安濃 きらめき 一志 うぐいす 美杉

1 藤堂高虎公銅像除幕式 1989年 津市産業労働部商工課 ○

2 藤堂高虎ゆかりの文化財 市政ガイド 津ケーブルテレビ ○

3 藤堂３２万石の城下町 津ケーブルテレビ ○

◆視聴覚資料◆

　※「雑誌」と記載があるものは、図書館の受入方法による区分です。


